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健診を受診しませんか？

那珂市の指定文化財

おしらせコーナー
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ご自身のからだの変化に
気付いてほしいんです

コロナ禍の今だからこそ

　健診では、18 ～ 39 歳対象の生活習慣病予防健診、40 ～ 74 歳対象の特定健康診査、
75歳以上を対象にした高齢者健診のほか、各種がん検診を行っています。
　令和２年度は新型コロナウイルス感染症対策として一部の日程を中止しましたが、令
和３年度からは、人数を制限したうえで、予約制で実施しています。
　令和４年度も、12月 13 日までの合計 31回、総合保健福祉センターひだまりのほか、
総合センターらぽーるなどを会場として実施します。このほか、国民健康保険にご加入
のかたは、市内 17か所の医療機関で特定健康診査を受けることもできます。
　１年に１回、健診を受けて自分の健康状態を確認し、自覚症状がない高血
圧や糖尿病、脂質異常症などの生活習慣病の発見やそれらが原因で起こり
やすい脳卒中や心筋梗塞、腎臓病を予防していくために、ぜひ健診を受
診されることをお勧めします。

令和 4年度の健診が始まりました

予約は
お早めに

健診を

受診しませんか？
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🆀�医療機関で治療していますが、特定健診
は受けなくてもよいでしょうか？

治療中であっても、ご自身の健康状態を把握し、
生活習慣を意識することで、改善に取り組むきっ
かけになると考えています。ぜひ、特定健診を受
けていただきたいと思います。

🅰治療中のかたにも受診をお勧めしています。

🆀�去年まで勤めていた職場では毎年健診を
受けることになっていました。国保加入
後も健診を受ける必要がありますか？

特定健診や高齢者健診は法律に基づいて実施して
いる健診です。ご自身の健康状態を客観的に確認で
きる機会です。

🅰あります。毎年、健診を受けましょう。

🆀�国保に加入していますが、健診ではなく
人間ドックの受診はできますか？

人間ドック等の助成をご利用ください。特定健診・
高齢者健診の検査項目を満たす人間ドック等につ
いては、結果・領収書の写しを添えて保険課に申
請すると、費用の一部が助成されます。（助成を
受けたかたは市の健診は受診できません）

🅰できます。 予約方法は以下のとおりです。お電話お待ちして
います。

🆀�今からでも健診の予約はできますか？

🅰できます。

問健康推進課健康増進G　☎ 029‐270‐8071　　問保険課保険・年金G　☎ 029‐298‐1111

令和４年度
「けんしんガイド」
はこちら

健 診

予約する
健康推進課にお電話ください。希望日時・内容の
ほか、健康保険（社保・国保・後期）の種類をお
尋ねします。
※けんしんガイドをご準備いただくとスムーズです。

1

受診する
健診予定日前に、当日ご準備いただく総合健診予
約票などを送付しますので、ご確認のうえ忘れず
にお持ちください。

２

結果を振り返る
健診の１～２か月後をめどに結果を郵送します。
保健師・管理栄養士がご相談に応じます。
※直接ご連絡することもあります。

３
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令和４年３月に新たに指定された市指定文化財２件をご紹介します。
※その他の指定文化財については市ホームページをご覧ください。

こ
の
素そ

が鵞
神
社
所
蔵
の
棟
札
（
図
１
）
は
、

佐
竹
氏
が
戦
国
大
名
化
す
る
基
礎
を
作
っ
た

佐
竹
義
昭
が
、
永
禄
３
年
（
１
５
５
９
年
）

に
瓜
連
の
牛ご

ず頭
天て
ん
の
う
し
ゃ

王
社
（
現
素
鵞
神
社
）
を

再
興
し
た
際
に
奉
納
し
た
も
の
で
す
。

棟
札
と
は
、
寺
社
や
家
屋
を
建
造
・
修
繕

す
る
と
き
の
記
録
と
し
て
納
め
ら
れ
る
も
の

で
す
。
こ
の
棟
札
に
は
、
寺
院
や
町
衆
が
こ

ぞ
っ
て
金
品
な
ど
を
寄
付
し
て
い
る
こ
と
が

記
さ
れ
て
お
り
、
瓜
連
が
寺
内
町
と
し
て
発

展
し
た
姿
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。
ま
た
、
義

昭
は
35
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
た
め
、
義

昭
時
代
の
史
料
は
数
が
少
な
く
、
こ
の
時
代

を
研
究
す
る
上
で
大
変
貴
重
な
史
料
で
す
。

図
１
の
棟
札
の
大
き
さ
は
、
縦
１
０
１

㎝
、横
30
㎝
、厚
さ
１
㎝
で
、表
面
中
央
に

「
當
社
牛
頭
天
王
再
興
大
旦
那
源
義
昭
地

頭
源
大
納
言
願
主
太
郎
兵
衛
大
工
志
津
六

【※
カ
ッ
コ
内
判
読
不
明

】」と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

◦
大
旦
那（
出
資
者
）は
、
佐
竹
氏
の
当
主
佐

竹
義
昭

◦
工
事
差
配
者（
管
理
者
）は
、
こ
の
地
域
を

実
際
に
治
め
る
地
頭
今
宮
大
納
言
光
義

（
常
陸
太
田
市
天
志
良
波
神
社
の
別
当
）

◦
願
主
太
郎
兵
衛
は
天
王
社
の
神
官
、
西
野

兵
衛
太
郎
と
思
わ
れ
る

◦
大
工
は
、
隣
村
志
津
村
の
六【※

カ
ッ
コ
内
判
読
不
明

】

と
い
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

裏
面
に
は「
永
禄
三
年
庚
申
二
月
」「
御
遷

宮
」「
番
匠
三
百
人
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
大

勢
の
大
工
た
ち
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
、
永
禄

３
年（
１
５
６
０
年
）２
月
に
御
遷
宮
と
な
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

義
昭
は
、
佐
竹
氏
の
内
紛
で
１
０
０
年
続

い
た「
山
入
り
の
乱
」な
ど
が
終
し
ゅ
う
え
ん焉
し
た
後
、

諸
氏
と
対
立
す
る
中
、
父
義
篤
に
な
ら
い
積

極
的
に
寺
社
の
勢
力
も
取
り
込
む
努
力
を
し

ま
し
た
。

こ
の
棟
札
に
記
さ
れ
た
寺
院
や
個
人
の
名

前
か
ら
、
素
鵞
神
社
の
再
興
に
瓜
連
地
区
の

寺
院
勢
力
が
支
援
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

常
福
寺
、西
福
寺
、佛
眼
寺
、天
祐
寺
、安
禅

寺
、如
来
堂
、今
泉
寺
、不
動
院
、光
明
寺
な

ど
、い
ず
れ
も
佐
竹
氏
が
創
建
、再
興
し
た
寺

院
で
す
。次
に
永
歳
、賀
玉
、守
珍
、誓
圓
ら
が

い
ま
す
が
、
町
衆
と
い
わ
れ
る
商
人
や
職
人

な
ど
富
裕
層
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
寺
門
、
高
橋
、
萩
野
谷
、
大
曽
根
、

秋
山
な
ど
の
姓
を
持
つ
多
く
の
在
地
有
力
者

が
寄
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
中
世
の
瓜
連
の
地
を

考
察
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◦
南
北
朝
の
争
乱
に
よ
り
廃
城
と
な
っ
た
瓜

連
城
は
、
佐
竹
氏
の
支
配
下
に
お
い
て
西

北
方
面
の
監
視
的
役
割
を
担
い
つ
つ
城
郭

の
修
造
を
続
け
た

◦
城
内
の
常
福
寺
は
、
勅
願
所
と
も
な
っ
て

勢
い
を
維
持
し
、
佐
竹
氏
は
西
福
寺
の
再

建
を
含
め
て
新
た
な
寺
院
を
建
立
し
地
域

の
安
定
化
を
図
っ
た

◦
義
昭
の
関
心
が
瓜
連
地
域
に
ま
で
及
ん
で

い
た
（
こ
の
棟
札
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
は
、

佐
竹
義
篤
・
義
昭
に
関
す
る
史
料
は
常
陸
太

田
市
・
常
陸
大
宮
市
に
は
見
ら
れ
て
い
た
）

◦
瓜
連
の
地
が
東
西
南
北
に
走
る
街
道
が
交

差
す
る
重
要
な
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
宿
場

と
し
て
栄
え
、
ま
た
、
町
衆
や
有
力
富
裕

層
が
成
長
し
て
牛
頭
天
王
社
、
常
福
寺
、

西
福
寺
な
ど
を
中
心
と
し
た
寺
内
町
・
門

前
町
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た

図１　佐竹義昭奉納棟札
　　　（表面・部分）

佐
竹
義
昭
奉
納
棟む

な
ふ
だ札

1 有
形
文
化
財「
歴
史
資
料
」

問歴史民俗資料館　☎ 029‐297‐0080
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牛頭天王

瓜
連
の
素
鵞
神
社
の
祭
神
は
ス
サ
ノ
オ
ノ

ミ
コ
ト
で
す
が
、
か
つ
て
は
牛ご

ず頭
天て
ん
の
う王

宮ぐ
う

と

称
さ
れ
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
・
牛
頭
天

王
・
薬
師
如
来
を
祀ま
つ

る
神
仏
習
合
の
神
社
で

し
た
。

今
回
指
定
さ
れ
た
素
鵞
神
社
所
蔵
の
神
仏

習
合
関
係
資
料
は
、
中
世
以
来
の
神
仏
習
合

信
仰
の
実
態
と
神
仏
分
離
の
歴
史
を
明
ら
か

に
す
る
資
料
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

大
き
な
歴
史
的
価
値
が
あ
り
ま
す
。

日
本
は
本
来
神
道
の
国
で
し
た
が
、
後
か

ら
仏
教
が
伝
来
し
て
神
仏
習
合
の
姿
と
な
り

ま
し
た
。
や
が
て
仏
教
が
次
第
に
勢
力
を
伸

ば
し
、
仏
教
が
主
で
神
道
は
従
で
あ
る
と
の

主
従
関
係
と
な
り
、
神
は
仏
（
本ほ
ん
ち地

）
が
姿

を
変
え
た
（
垂
す
い
じ
ゃ
く迹
）
も
の
で
あ
る
と
の
本
地

垂
迹
説
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
例
が
、

薬
師
如
来
が
本
地
仏
で
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ

ト
は
垂
迹
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
考
え
で

す
。
そ
れ
に
疫
病
退
散
に
大
き
な
力
を
発
揮

す
る
牛
頭
天
王
信
仰
が
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
来

し
、「
神
仏
の
習
合
と
牛
頭
天
王
信
仰
」
が

全
国
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
三
位
一
体
の
姿
（
図
２
）
が
、
素
鵞

神
社
の
よ
う
に
、
一
つ
の
神
社
に
揃
っ
て
伝

え
ら
れ
て
き
た
の
は
、
全
国
的
に
極
め
て
珍

し
く
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。
素
鵞
神
社
に

仏
教
の
経
典
で
あ
る
「
大
般
若
経
」
が
奉
納

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
神
社
で
仏
教
が
信
仰

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
で
す
。

神
・
仏
・
牛
頭
天
王
の
三さ

ん
み位
一い

っ
た
い体

こ
の
神
仏
習
合
の
姿
を
分
離
し
よ
う
と
し

た
の
が
、
水
戸
藩
第
二
代
藩
主
徳
川
光
圀
で

あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
強
力
に
進
め
た
の
が

九
代
藩
主
徳
川
斉
昭
で
し
た
。

斉
昭
が
、い
つ
ご
ろ
か
ら
そ
の
政
策
を
始
め

た
か
を
示
す
資
料
の
一
つ
が
今
回
指
定
さ
れ

た
神
札
版
木（
図
３
）で
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、

牛
頭
天
王
宮
が
い
つ
か
ら
神
仏
分
離
し
て
素

鵞
神
社
と
改
称
さ
れ
た
か
が
明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。す
な
わ
ち
、「
牛
頭
天
王
宮
」「
天
保

六
年（
１
８
３
５
年
）」と
あ
り
、「
素
鵝
神
社
」

「
天
保
八
年（
１
８
３
７
年
）」と
彫
ら
れ
た
２

枚
の
神
札
版
木
か
ら
、
こ
の
瓜
連
の
素
鵞
神

社
は
、
天
保
８
年
に
は
神
仏
分
離
が
な
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
水
戸
藩
の
社
寺
改
革
が
始
ま
る

の
は
天
保
11
年
ご
ろ
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
、

ま
た
全
国
ほ
と
ん
ど
の
神
仏
分
離
は
慶
応
４

年
（
１
８
６
８
年
）３
月
に
神
祇
官
か
ら
「
神

仏
判
然
令
」
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
以
前
に
水
戸

藩
主
斉
昭
は
全
国
に
先
駆
け
て
神
仏
分
離
を

行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
い

え
ま
す
。

神仏習合関係資料一覧

❶素
スサノオノミコト

盞嗚命像 １幅

❷素盞嗚命像版木 １枚

❸牛頭天王面 １面

❹牛頭天王坐像 １軀

❺牛頭天王坐像脚部 １軀

❻木造薬師如来立像 １軀

❼銅製薬師如来立像 １軀

❽社額
　「祇園牛頭天王宮」 １枚

❾天王宮版木 １枚

❿牛頭天王宮版木 １枚

⓫素鵝神社版木 １枚

⓬神道裁許状 ４枚

⓭社記
　「瓜連天王神器記」 １枚

⓮大般若経 １巻

2
神
仏
習
合
関
係
資
料

（
一
括
14
点
）

有
形
文
化
財「
歴
史
資
料
」

図３　神札版木２点（画像は反転）

図２　三位一体の姿

天
保
八
年

裏

素
鵝
神
社

表

牛
頭
天
王
宮（
天
保
六
年
）

　今回紹介した史料を含
めた市の文化財を、歴史
民俗資料館で７月30 日
㈯から９月４日㈰まで展
示します。ぜひご覧くだ
さい。

那珂市の文化財展

薬師如来 素盞嗚命
スサノオノミコト

三位一体の姿

関
係
資
料
に
つ
い
て
❶

水
戸
藩
の
神
仏
分
離
を
示
す
神
札
版
木

関
係
資
料
に
つ
い
て
❷



障
が
い
の
状
況
に
よ
り

手
当
を
支
給
し
ま
す

※
障
が
い
の
程
度
は
上
記
の
と
お
り

で
す
が
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
か

た
も
、
上
記
と
同
程
度
（
国
民
年

金
の
障
が
い
等
級
に
お
け
る
１
・

２
級
と
同
じ
）
と
診
断
さ
れ
れ
ば

該
当
と
な
り
ま
す
。

※
障
が
い
が
重
複
す
る
場
合
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
障
が
い
程
度
を
総
合
的

に
確
認
し
、
手
当
の
等
級
が
認
定

さ
れ
ま
す
。身
体
の
機
能
障
が
い
、

病
状
ま
た
は
精
神
障
が
い
で
そ
れ

ぞ
れ
単
独
の
診
断
書
で
、
受
理
し

て
も
等
級
の
認
定
に
影
響
が
な
い

場
合
に
は
、
単
独
の
障
が
い
で
の

申
請
と
な
り
ま
す
。

受
給
資
格
に
該
当
し
な
い
場
合

◦
児
童
お
よ
び
父
、
母
ま
た
は
養
育
者
が

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な
い
場
合

◦
児
童
が
障
が
い
に
よ
る
公
的
年
金
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

◦
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
（
母
子
生

活
支
援
施
設
・
保
育
所
（
園
）・
通
園

施
設
を
除
く
）
に
入
所
し
て
い
る
場
合

身
体
、知
的
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の
あ

る
、20
歳
未
満
の
か
た
を
家
庭
で
監
護
し
て

い
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
か
た

※
手
当
に
は
、
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
１
級
、

２
級
が
あ
り
ま
す
。
該
当
と
な
る
障
が
い

の
程
度
は
上
記
の
と
お
り
で
す
。

※
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、児
童
扶
養
手
当
・

児
童
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
と
併
給
可

支
給
対
象
者

市役所（本庁）社会福祉課

特別児童扶養手当

特別障害者手当

障害児福祉手当

在宅心身障害者福祉手当

在宅心身障害児福祉手当

問社会福祉課障がい者支援Ｇ
☎ 029‐298‐1111

請求者や配偶者および扶
養義務者の所得が、所定
の限度額を超えている場
合は、手当を受給するこ
とができません。

申請場所

手当の種類

所得による支給制限
があります

◦
認
定
請
求
書

◦
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

◦
請
求
者
と
対
象
児
童
が
含
ま
れ
る
世
帯

全
員
の
住
民
票

◦
診
断
書（
障
が
い
に
よ
っ
て
所
定
の
様

式
が
あ
り
ま
す
）
（注）

◦
振
込
先
口
座
申
出
書

（
請
求
者
名
義
の
口
座
）

◦
通
帳（
請
求
者
名
義
の
も
の
）

※
認
定
請
求
書
、
診
断
書
な
ど
の
様
式
は
、

社
会
福
祉
課
で
取
得
で
き
ま
す
。

（注）
次
の
場
合
は
手
帳
の
写
し
を
添
付
す

る
こ
と
に
よ
り
診
断
書
を
省
略
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ⓐ
・
Ａ
の
場
合

◦
身
体
障
害
者
手
帳（
内
部
障
が
い
を

除
く
）の
等
級（
複
数
障
が
い
が
あ

る
場
合
は
障
が
い
ご
と
の
等
級
）が

１
級
か
ら
お
お
む
ね
３
級
の
場
合

申
請
時
の
必
要
書
類

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
該
当
と
な
る
障
が
い
の
程
度

１級

◦
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
お
お
む

ね
１
・
２
級（
内
部
的
疾
患
含
む
）で
あ

る
場
合

◦
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ⓐ
・
Ａ
程
度
の
知

的
障
が
い
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
が
お
お
む

ね
１
級
で
あ
る
場
合

２級

◦
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
お
お
む

ね
３
級（
内
部
的
疾
患
含
む
）で
あ
る

場
合

◦
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ｂ
程
度
の
知
的

障
が
い
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
が
お
お
む
ね

２
級
で
あ
る
場
合

支給月
（支払対象月）

４
月（
12
月
分
～
３
月
分
）

８
月（
４
月
分
～
７
月
分
）

12
月（
８
月
分
～
11
月
分
）

手当月額

児
童
１
人
に
つ
き

１
級
…
…
５
万
２
４
０
０
円

２
級
…
…
３
万
４
９
０
０
円

▪
特
別
児
童
扶
養
手
当
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申
請
時
の
必
要
書
類

※
申
請
に
必
要
な
様
式
は
、
社
会
福
祉
課
で
取

得
で
き
ま
す
。

◦
認
定
請
求
書

◦
所
得
状
況
届

◦
診
断
書（
障
が
い
に
よ
っ
て
所
定
の
様
式

が
あ
り
ま
す
）

◦
戸
籍
謄
本（
障
が
い
者（
児
）本
人
の
も
の
）

◦
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
は
年
金
証
書
ま

た
は
額
改
定
通
知
の
写
し

◦
口
座
振
替
依
頼
書
（
障
が
い
者（
児
）本
人

名
義
の
口
座
）

◦
通
帳（
障
が
い
者（
児
）本
人
名
義
の
も
の
）

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
対
象
者

身
体
、知
的
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障
が

い
が
あ
る
た
め
、日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
在
宅
の
か
た

受
給
資
格
に
該
当
し
な
い
場
合

◦
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合

◦
障
が
い
を
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

▪
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当

身
体
、
知
的
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重

度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

20
歳
以
上
の
在
宅
の
か
た

受
給
資
格
に
該
当
し
な
い
場
合

◦
障
害
者
支
援
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合

◦
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
継
続
し
て
３
か

月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
場
合

特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
対
象
者

申
請
時
の
必
要
書
類

◦
認
定
申
請
書

◦
状
況
書

◦
口
座
振
替
依
頼
書

（
請
求
者
本
人
名
義
の
口
座
）

※
申
請
に
必
要
な
様
式
は
、
社
会
福
祉
課
で

取
得
で
き
ま
す
。

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
、
20
歳
未

満
の
在
宅
の
か
た
と
同
居
し
、
養
育
し
て

い
る
保
護
者
（
原
則
同
一
世
帯
）

◦
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級

◦
身
体
障
害
者
手
帳
下
肢
障
が
い
の
個
別

等
級
４
級

◦
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ⓐ
・
Ａ
・
Ｂ
程
度
の

知
的
障
が
い
ま
た
は
精
神
障
が
い

◦
身
体
障
害
者
手
帳
４
級
か
つ
知
能
指
数

60
以
下
の
知
的
障
が
い
ま
た
は
同
程
度

の
精
神
障
が
い

在
宅
心
身
障
害
児
福
祉
手
当
の

支
給
対
象
者

▪
在
宅
心
身
障
害
者（
児
）福
祉
手
当

在
宅
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の

支
給
対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
、20
歳
以
上

の
在
宅
の
か
た
と
同
居
し
、日
常
生
活
に
お

い
て
常
時
介
護
し
て
い
る
保
護
者
（
原
則

同
一
世
帯
）

◦
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
で
か
つ
、

常
時
介
護
が
必
要
な
状
態
の
か
た

◦
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
の
か
た

◦
要
介
護
度
４
・
５
の
か
た

所得状況届・
現況調査表の
提出が必要です

　マイナンバー制度に
よる情報連携の本格運
用が開始されたため、
課税証明書など、一部

の添付書類が
不要になりま
した。

一部添付書類が
不要になりました

◦�特別児童扶養手当を
受給しているかた
（支給停止のかたも
含む）は、所得状況
届を提出する必要が
あります。

◦�特別障害者手当・障
害児福祉手当・在宅
心身障害者（児）福祉
手当を受給している
かた（支給停止中の
かたも含む）は、現況
調査表を提出する必
要があります。

※�いずれの場合も、８月
分以降１年間の手当支
給の可否が決定されま
すので、社会福祉課か
ら案内が届きましたら
期限内に必ずご提出く
ださい。

支給月
（支払対象月）

２
月（
11
月
分
～
１
月
分
）

５
月（
２
月
分
～
４
月
分
）

８
月（
５
月
分
～
７
月
分
）

11
月（
８
月
分
～
10
月
分
）

手当月額

特
別
障
害
者
手
当

…
…
２
万
７
３
０
０
円

障
害
児
福
祉
手
当

…
…
１
万
４
８
５
０
円

支給月
（支払対象月）

４
月（
12
月
分
～
３
月
分
）

８
月（
４
月
分
～
７
月
分
）

12
月（
８
月
分
～
11
月
分
）

手当月額

３
０
０
０
円

7 月 25 日号7
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加

す
る
際
の
注
意
事
項

◆
広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
事

業
・
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
感

染
症
対
策
の
た
め
、
中
止
ま
た
は

延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
新
の
情
報
は
、
各
記
事
の
問
合

せ
先
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
参
加
さ
れ
る
際

は
、主
催
者
な
ど
の
指
示
に
従
い
、

感
染
症
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
新
し
い
生
活
様
式
を
意
識
し
、
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
し
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

相
談

休日当番医

０１２０‐
２７１７１９

障
が
い
者
の
暮
ら
し
の
相
談

相
談
日
▼

◦
視
覚
障
が
い
の
あ
る
か
た

９
月
５
日
㈪

◦
身
体
障
が
い
の
あ
る
か
た

９
月
12
日
㈪

◦
知
的
障
が
い
の
あ
る
か
た

９
月
20
日
㈫

◦
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
か
た

９
月
22
日
㈭

時
間
▼
①
午
前
９
時
～
10
時

②
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※
相
談
は
１
人
１
時
間
（
原
則
）

場
所
▼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま

り

対
象
者
▼
障
が
い
の
あ
る
か
た
、ま

た
は
そ
の
家
族

相
談
内
容
▼
障
が
い
の
あ
る
か
た
な
ど
の

日
常
生
活
・
家
族
関
係
・
人
間
関
係
の
悩

み
、
生
活
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て

相
談
員
▼
身
体
障
が
い
者
相
談
員
、
知
的

障
が
い
者
相
談
員
、市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員

費
用
▼
無
料

申
込
方
法
▼
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
期
限
▼
相
談
日
の
７
日
前

�申
問
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
９
‐
２
２
９
‐
０
３
０
９

FAX
０
２
９
‐
２
９
６
‐
１
０
０
２

く
ら
し

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
臨
時
相
談
窓
口

日
時
▼
８
月
26
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時

場
所
▼
市
役
所
（
本

庁
）
２
階
２
０
２
会
議
室

対
象
者
▼
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

問
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
戸

☎
０
２
９
‐
２
３
１
‐
６
２
２
１

い
ば
ら
き
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
か
た
を

対
象
に
、
会
員
登
録
制
に
よ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
探
し
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

入
会
登
録
料
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

対
象
者
▼
対
象
期
間
中
、
セ
ン
タ
ー
に
入

会
登
録
を
す
る
女
性
の
か
た

対
象
期
間
▼
８
月
２
日
㈫
～
11
月
１
日
㈫

問
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

問
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
８
８
８
８

那
珂
市
水
田
農
業
経
営
臨
時

支
援
金

米
買
い
取
り
価
格
の
下
落
や
生
産
資
材

の
価
格
上
昇
を
受
け
て
、
次
期
作
の
生
産

意
欲
維
持
の
た
め
、
令
和
３
年
度
の
主
食

用
米
（
飼
料
用
米
な
ど
を
除
く
）
作
付
面

積
に
応
じ
て
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者
▼
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

◦
令
和
３
年
６
月
30
日
ま
で
に
令
和
３
年

度
経
営
所
得
安
定
対
策
等
交
付
金
に
係
る

営
農
計
画
書
を
提
出
し
、
主
食
用
米
を
作

付
し
た
か
た

◦
耕
作
権
ま
た
は
所
有
権
を
有
す
る
水
田

（
相
対
貸
し
不
可
）
の
合
計
面
積
が
50
ａ

以
上
の
か
た

◦
今
後
も
米
生
産
継
続
の
意
思
の
あ
る
か
た

※
対
象
者
に
８
月
上
旬
、
市
か
ら
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。

対
象
面
積
▼
次
の
い
ず
れ
か
小
さ
い
方

◦
令
和
３
年
に
那
珂
市
農
業
再
生
協
議
会

が
通
知
し
た
主
食
用
米
に
お
け
る
生
産
数

量
目
標
面
積

◦
営
農
計
画
書
に
記
載
し
た
主
食
用
米
の

作
付
面
積

交
付
単
価
▼
（
10
ａ
当
た
り
）

◦
令
和
３
年
産
の
主
食
用
米
作
付
実
績
面

積
が
生
産
数
量
目
標
面
積
以
内
の
か
た

３
千
円

◦
そ
れ
以
外
の
か
た

２
千
円

交
付
開
始
時
期
▼
９
月
下
旬
予
定

問
農
政
課
農
村
整
備
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１
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市
立
図
書
館
休
館

休
館
日
▼
９
月
26
日
㈪
～
10
月
３
日
㈪

※
蔵
書
点
検
の
た
め
。

※
休
館
中
の
本
の
返
却
は
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス

ト
へ
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
返
却
は
専
用
の

ポ
ス
ト
へ
お
願
い
し
ま
す
。（
付
録
の
Ｃ

Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
開
館
後
に
本
と
セ
ッ
ト
で

ご
返
却
く
だ
さ
い
）

問
市
立
図
書
館

☎
０
２
９
‐
３
５
２
‐
１
１
７
７

催
し

◆日時　８月27日㈯午前10時～11時30分（荒天中止）
◆場所　ふれあいファーム芳野駐車場（鴻巣 2090）
◆内容　地元野菜などの詰め合せＢＯＸ（予約制）や
　　　　地元の農畜産物などの産品の販売（当日販売）

◆申込方法　申込みフォーム（市ホームページ内）
◆申込期間　８月 19日㈮～ 23日㈫
◆主催　アグリビジネスネットワーク「フェルミエ那珂」
�申問農政課農業振興Ｇ
☎０２９‐２９８‐１１１１

８月のいぃ那珂マルシェ
毎月最終土曜日開催

人
・
農
地
プ
ラ
ン

地
域
座
談
会
神
崎
地
区

地
域
の
農
地
と
農
業
者
の
将
来
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
座
談
会
を
通
し
て
課
題
を

見
つ
け
て
い
き
ま
す
。

日
時
▼
８
月
19
日
㈮
午
後
１
時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
こ
ぼ
り
会

議
室

対
象
者
▼
神
崎
地
区
の
か
た

定
員
▼
30
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
無
料

申
込
方
法
▼
電
話
、
申

込
み
フ
ォ
ー
ム
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
）

申
込
期
限
▼
８
月
17
日
㈬

�申
問
農
政
課
農
業
振
興
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
指
導
士
３
級
養
成

講
習
会

期
日
▼
９
月
27
日
㈫
・
30
日
㈮
、

　
　
　

10
月
７
日
㈮
・
11
日
㈫
・
14
日
㈮

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
3
時
45
分

場
所
▼
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
内
）

※
９
月
27
日
㈫
の
み
茨
城
県
立
健
康
プ
ラ

ザ
（
水
戸
市
笠
原
町
９
９
３
‐
２
）

対
象
者
▼
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

◦
車
の
運
転
が
で
き
る
お
お
む
ね
50
歳
以

上
の
市
民
で
、常
勤
の
職
に
就
い
て
い
な

い
か
た

◦
受
講
後
に
「
那
珂
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
指
導
士
会
」
に
加
入
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
か
た

◦
講
習
会
の
全
日
程
に
参
加
で
き
る
か
た

※
不
参
加
の
と
き
は
、
補
講
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

内
容
▼
講
義
、
実
技
（
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
）
定
員
▼
15
人

費
用
▼
無
料

（
交
通
費
、
昼
食
代
は
自
己
負
担
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、
電
話

申
込
期
限
▼
９
月
５
日
㈪

�申
問
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・
父
の

た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

期
日
▼
９
月
11
日
㈰
、
10
月
２
日
㈰
・
16

日
㈰
・
30
日
㈰

時
間
▼
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分

場
所
▼
茨
城
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会

定
員
▼
15
人
（
申
込

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

対
象
者
▼
４
日
間
出
席
で
き
、
パ
ソ
コ
ン

で
文
字
入
力
が
で
き
る
か
た

※
パ
ソ
コ
ン
は
当
会
で
用
意
し
ま
す
。

参
加
費
▼
千
円
（
教
材
費
・
講
習
日
初
日

に
徴
収
）
申
込
方
法
▼
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
申
込
書
は
、
市
こ
ど
も
課
ま
た
は
、
当

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
▼
８
月
18
日
㈭

託
児
▼
あ
り
（
２
歳
以
上
小
学
生
以
下
）

�申
問
（福）
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
ひ

と
り
親
家
庭
等
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
８
４
９
７

FAX
０
２
９
‐
２
２
１
‐
８
６
１
８

〒
３
１
０
‐
０
０
６
５

水
戸
市
八
幡
町
11
‐
52

那珂総合公園の愛称が

なか LuckyFM公園
になりました。
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後期水泳教室
期間▶ 10 月～令和５年２月（全 16回）　受講費▶各１万円
申込方法▶なか LuckyFM公園アリーナで直接受付（電話不可）　 持ち物 受講費、ボールペン、上履き
申込日時▶①～⑥教室　８月 21日㈰午前９時　⑦～⑨教室　９月４日㈰午前９時　⑩教室　９月４日㈰午前 11時
※排泄が自立していることが必要です。

なか LuckyFM公園 令和４年度　後期水泳・スポーツ教室

種目 日時 対象者・定員

①アクアエクササイズ　 Ａコース
　水中でのエアロビクス運動です。

⑴火曜日　午前 10時～ 11時
⑵木曜日　午前９時 30分～ 10時 30分
⑶金曜日　午後２時～３時

対象者 18 歳以上のかた
定員　 各 28人

②アクアエクササイズ　 Ｂコース
　体力の向上を目的とする、Ａコー
スよりややハードなコースです。

⑴金曜日　午後７時 15分～８時 15分
⑵土曜日　午後６時 30分～７時 30分

対象者 18 歳以上のかた
定員　　各 28 人

③介護予防教室
介護予防に必要な筋力の向上のため

の運動です。プールまたはアリーナで
ストレッチや機能回復運動を行います。

木曜日　午前 10時 45分～ 11時 45分
対象者 65 歳以上のかた
定員　　15人
　　　　（介助者も参加可能）

④初心・初級者教室
　水に慣れながら、基礎を学びます。

火曜日　午後１時 30分～３時
対象者 18 歳以上のかた
定員　 30 人

⑤初級・中級者教室
　中級者はいろいろな泳法を学び、
25ｍ以上泳ぐ泳力を身に付けます。

火曜日　午後７時～８時 30分
対象者 18 歳以上のかた
定員　　30 人

⑥中級・上級者教室
　上級者は泳ぎの完成を目指します。

水曜日　午後１時 30分～３時
対象者 18 歳以上のかた
定員　　30 人

⑦幼児・小学校低学年教室
　水遊びを通して、基礎を学びます。

⑴水曜日　午後４時 45分～５時 45分
⑵木曜日　午後４時 45分～５時 45分

対象者　満４歳～小学２年生
定員　　各 28人

⑧小学校低学年教室
　基礎を学びます。

⑴火曜日　午後４時 45分～５時 45分
⑵金曜日　午後４時 45分～５時 45分
⑶土曜日　午後２時 50分～３時 50分
⑷日曜日　午前10時45分～ 11時45分

対象者 小学１、２年生
定員　 各 30人

⑨小学校中・高学年教室
　基礎を学びます。

⑴水曜日　午後６時～７時
⑵木曜日　午後６時～７時
⑶金曜日　午後６時～７時

対象者 小学３～６年生
定員　　各 30人

⑩幼児教室
　水遊びを通して、基礎を学びます。

⑴火曜日　午後３時 30分～４時 30分
⑵水曜日　午後３時 30分～４時 30分
⑶木曜日　午後３時 30分～４時 30分
⑷金曜日　午後３時 30分～４時 30分
⑸土曜日　午前９時 30分～ 10時30分
⑹土曜日　午前 10時45分～ 11時45分
⑺土曜日　午後１時 30分～２時 30分

対象者 未就学児（満４～６歳）
定員　　各 28人

※ｐ .11注意事項を申込み前に必ずご確認ください。
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注意事項
◆受講費について 開講式後のキャンセルは返金不可です。

◆申込みについて ◦代理申込みは１人までです。

◦受付会場に必ず申込時刻の 10分前までにお越しください。

◦申込者数に応じて抽選または中止となる場合があります。

◦申込み当日は、市内に在住、在勤、在学のかたのみ受け付けます。

※申込当日に来園できないかたや市外のかたの受付（定員に達した場合はキャンセル待ちのみ）
・水泳教室 ①～⑥教室　８月 23日㈫午前９時　　⑦～⑩教室　９月６日㈫午前９時

・スポーツ教室　８月 23日㈫午前９時

◆その他 ◦年齢は申込日現在のものです。

◦医師に運動を止められているかたはご遠慮ください。

◦申込受付日以降の募集については市ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

�申問スポーツ推進室　☎０２９‐２９７‐００７７　※月曜日休園（祝日の場合翌平日）および８月 28日㈰

後期スポーツ教室
期間▶ 10 月～令和５年３月（全 20回）　受講費▶各１万円
申込方法▶なか LuckyFM公園アリーナで直接受付（電話不可） 持ち物 受講費、ボールペン、上履き

申込日時▶８月 21日㈰午前 11時

種目 日時 対象者・定員

ヨガ教室
呼吸・ポーズをバランスよく行うヨガの

エクササイズです。

⑴火曜日　午後２時～３時 30分
　（一部水曜日あり）
⑵金曜日　午前 10時～ 11時30分

対象者 18 歳以上のかた
定員　　各 15人　

パワーストレッチ教室
　筋力トレーニング的要素を取り入れ、
ボディーメイク効果や集中力の強化をね
らったエクササイズです。

木曜日　午前 10時～ 11時 30分 対象者 18 歳以上のかた
定員　　15 人　

ピラティス教室
姿勢の矯正や肩こりの解消に効果的な

エクササイズです。
木曜日　午後２時～３時 30分 対象者 18 歳以上のかた

定員　　15 人　

骨盤ストレッチ教室
　骨盤のまわりを中心に全身の歪みを整
え不調の改善を目指すエクササイズです。

金曜日　午後１時 30分～３時 対象者 18 歳以上のかた
定員　 15 人　

茨
城
県
言
語
聴
覚
士
会

市
民
公
開
講
座

当
日
参
加

日
時
▼
９
月
４
日
㈰
午
後
１
時
15
分
～
３

時
30
分
（
入
室
可
能

午
後
１
時
）

参
加
方
法
▼
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

内
容
▼
言
語
聴
覚
に
関
す
る
講
座

定
員
▼
１
０
０
人（
先
着
順
）
参
加
費
▼

無
料

申
込
方
法
▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

後
日
視
聴

視
聴
期
間
▼
９
月
11
日
㈰
午
前
10
時
～
19

日
㈪
午
後
５
時

視
聴
方
法
▼
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ

申
込
方
法
▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

�申
問

（一社）
茨
城
県
言
語
聴
覚
士
会

kouhou.shougai.stibaraki@
gm
ail.com

令和５年二十歳の集い
（旧：成人式）

期日▶令和５年１月７日㈯（２部制）
場所▶なか LuckyFM公園アリーナ
対象者▶令和４年度に 20歳になるかた
※詳細は市ホームページをご覧ください。

問生涯学習課社会教育Ｇ
☎０２９‐２９８‐１１１１
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ラ
ジ
オ
深
夜
便
の
つ
ど
い

公
開
収
録
観
覧
者
募
集

深
夜
に
安
ら
ぎ
や
楽
し
さ
を
お
届
け
す

る
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」の
ア
ン
カ
ー

に
よ
る
ト
ー
ク
と
講
演
を
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。

日
時
▼
10
月
８
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
４

時
30
分
（
開
場

午
後
１
時
）

場
所
▼
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る

内
容
▼

第
１
部
明
日
へ
の
こ
と
ば
ト
ー
ク

講
師

羽
田
美
智
子
氏
（
俳
優
・
常
総
市

出
身
）

司
会

髙
橋
康
輔
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

第
２
部
水
戸
局
開
局
80
周
年
特
別
ラ
イ
ブ

カ
ミ
ナ
リ
（
漫
才
コ
ン
ビ
・
鉾
田
市
出
身
）

第
３
部
ア
ン
カ
ー
を
囲
む
つ
ど
い

ア
ン
カ
ー

後
藤
繁
榮
氏
、
芳
野
潔
氏

入
場
料
▼
無
料

応
募
方
法
▼
郵
送
（
往

復
は
が
き
・
私
製
を
除
く
）

※
次
の
必
要
事
項
を
明
記

◦
往
信
用
裏
面

郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号

◦
返
信
用
表
面

郵
便
番
号
、住
所
、氏
名

※
１
枚
で
２
人
ま
で
入
場
可
能
。
座
席
は

入
場
整
理
券
で
事
前
に
指
定
し
ま
す
。

応
募
先
▼
〒
３
１
１
‐
０
１
９
２

　
　
　
　

那
珂
市
福
田
１
８
１
９
‐
５

　
　
　
　

那
珂
市
役
所
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
推
進
室

　
　
　
　
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
の
つ
ど
い
」係

応
募
期
限
▼
８
月
26
日
㈮
（
必
着
）

提
出
書
類
▼
応
募
用
紙
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
の
様
子
が
分
か
る
写
真

※
応
募
用
紙
は
、市
役
所（
本
庁
）環
境
課
、

瓜
連
支
所
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取

得
で
き
ま
す
。

応
募
方
法
▼
窓
口
受
付
、郵
送
、Ｅ
メ
ー
ル

応
募
期
限
▼
８
月
31
日
㈬

※
参
加
者
に
は
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

※
写
真
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

�申
問
環
境
課
環
境
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

〒
３
１
１
‐
０
１
９
２

福
田
１
８
１
９
‐
５

kankyou@
city.naka.lg.jp

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
結
果
に
つ

い
て
は
、
９
月
22
日
前
後
に
発
送
し
ま
す
。

※
１
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
整
理

券
が
必
要
で
す
。

※
記
入
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
、
無
効

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※｢

返
信
用
裏
面｣

に
は
抽
選
結
果
を
印
刷

し
ま
す
の
で
、
白
紙
の
ま
ま
お
送
り
く
だ

さ
い
。
紙
・
シ
ー
ル
な
ど
の
貼
り
付
け
、

修
正
液
の
使
用
も
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
抽

選
結
果
の
ご
連
絡
の
ほ
か
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、

放
送
・
イ
ベ
ン
ト
・
配
信
事
業
の
紹
介
や

お
知
ら
せ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
送
付
、
受
信

契
約
者
情
報
と
の
照
合
、
受
信
料
の
お
願

い
に
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

主
催
▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
那
珂
市

�申
問
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局（
自
動
音
声
案
内
）

☎
０
２
９
‐
２
３
２
‐
９
７
２
２

令
和
４
年
度
那
珂
市
産
業
祭

参
加
事
業
者
・
団
体
募
集

日
時
▼
10
月
30
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３

時

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
、
一
の
関
た

め
池
親
水
公
園

出
展
資
格
▼
市
内
の
事
業
者
・
団
体
、
市

商
工
会
会
員

出
展
内
容
▼

◦
商
工
業
品
、
農
産
物
、
加
工
品
の
展
示
・

販
売
な
ど

◦
実
験
、
工
作
体
験
な
ど

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、
郵
送

※
出
展
要
項
、
申
込
書
は
商
工
観
光
課
、

市
商
工
会
ま
た
は
各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取

得
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
▼
８
月
26
日
㈮
（
消
印
有
効
）

※
出
展
料
金
、
設
備
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
出
展
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�申
問
商
工
観
光
課
商
工
観
光
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

〒
３
１
１
‐
０
１
９
２

福
田
１
８
１
９
‐
５

�申
問
市
商
工
会

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
０
２
３
４

〒
３
１
１
‐
０
１
０
５

菅
谷
４
４
０
４
‐
７

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
ぞ
み

コ
ー
ラ
ス
仲
間
募
集

唱
歌
、
童
謡
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
ど
、
誰

で
も
親
し
め
る
曲
を
歌
っ
て
い
る
コ
ー
ラ

ス
グ
ル
ー
プ
で
す
。

日
時
▼
第
２
・
４
月
曜
日

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所
▼
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

指
導
者
▼
小
田
恵
美
子
氏

会
費
▼
月
２
千
円

申
込
方
法
▼
電
話

※
練
習
日
に
直
接
お
越
し
い
た
だ
い
て
も

申
込
み
が
で
き
ま
す
。

�申
問
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
ぞ
み

高
木
☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
５
３
８

本
田
☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
７
０
１
６

募
集

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

参
加
者
募
集

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
、
窓
の
外
側
に
つ

る
性
の
植
物
を
植
え
て
作
る
自
然
の
カ
ー
テ

ン
で
、省
エ
ネ
・
節
電
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

対
象
▼
市
内
在
住
の
か
た
、
市
内
事
業
所

取
り
組
み
内
容
▼
ア
サ
ガ
オ
、ゴ
ー
ヤ
、ヘ

チ
マ
、
フ
ウ
セ
ン
カ
ズ
ラ
な
ど
の
つ
る
性

植
物
で
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
設
置
す
る
。



青少年
相談員
を紹介します

　青少年相談員は、青少年の健やかな成長を支えるため
に地域であいさつや声掛け、下校する児童や駅を利用す
る生徒を見守るほか、安全に過ごせるよう巡回活動を行
うなどさまざまな活動を行っています。また、青少年と
関わりのある店舗に対して啓発活動を実施するなど、地
域の環境をより良くするための活動もしています。

地区 小学校区 相談員氏名

神崎 横堀

大 部 公 男 大 森　　　修

瀬 谷 一 雄 澤 畑 幸 子

武 藤 健 壽

額田 額田
川 﨑 真理子 岩 谷　　 聡

中 原　　 彰 白 土 敏 二

菅谷

菅谷
田 中 幸 子 石 﨑 泰 子

入 江　　 洋 大 串　　 猛

菅谷東
小 田　　 充 中 野 知 子

平 野 久 子 成 田 義 美

菅谷西
山 下 ひさ代 益 子 　 昭

鯉 渕 節 夫 大 内 　 修

五台 五台

山 田 登志子 金 澤 敬 子

山 田 正 巳 森 島 栄 子

井 上 礼 子 山 田　　 修

橋 本　　 勝

戸多 芳野
綿 引　　 誠 小 貫 秀 夫

小 瀧 辰 雄 檜 山 二三夫

芳野 芳野
大 森 一 孝 大 内　　 薫

勝 山　　 昇 高 畑 大 一

木崎 木崎
袴 塚 耕 二 海 野　　 実

勝 山 孝 一 髙 瀬 雅 美

瓜連 瓜連

先 﨑　　 武 長 岡 洋 子

栗 田 純 子 髙 嵜 孝 司

仲 條 ゆう子 清 水 寛 明

萩野谷 直 子

※令和４年４月１日現在、順不同・敬称略

四季のうた

小

森

友

子

燕
子
花
廻
る
水
車
の
傍
ら
に

高

橋

昌

也

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
春
風
連
れ
て
滑
り
込
む

人

見

章
太
郎

春
よ
来
い
ロ
シ
ア
に
届
け
鳩
の
声

江

幡

澄

夫

今
日
よ
り
も
明
日
は
幸
あ
れ
青
田
風

田

尻

美
代
子

あ
ぢ
さ
ゐ
や
く
す
ぐ
り
地
蔵
の
膝
を
撫
で

丹

能

永

子

牡
丹
咲
く
雨
の
滴
を
落
と
し
つ
つ

清

水

慶

子

五
月
晴
れ
三
年
生
は
逆
上
が
り

内

田

克
比
古

御
点
前
の
抹
茶
の
香
り
皐
月
晴
れ

片

岡

文

江

玉
葱
を
収
穫
し
て
の
お
裾
分
け

美
佐
子

風
吹
け
ば
起
こ
る
ウ
ェ
ー
ブ
麦
の
秋

椎

名

思
い
の
ま
ま
俳
句
会

矢
須
恵
由

選

二
十
日
ほ
ど
動
脈
瘤
で
入
院
と
傷
跡
見
せ
て
友
の
呟
く

小
野
瀬
　
　

壽

は
じ
め
て
の
育
て
に
応
え
て
く
れ
た
る
か
鉢
の
ア
マ
リ
リ
ス
花
四
つ
咲
く

鈴

木

静

子

猛
暑
日
の
続
き
食
欲
な
き
昼
の
素
麺
す
る
り
と
胃
の
腑
に
や
さ
し

大

森

勝

代

内
ポ
ケ
ッ
ト
に
紙
幣
を
そ
っ
と
入
れ
て
や
り
母
は
修
学
の
兄
を
見
送
る

秀

帆

佐
久
間

溜
池
の
水
位
を
示
す
ブ
ロ
ッ
ク
に
給
水
制
限
の
位
置
を
確
か
む

宏

幸

海

野

戦
死
せ
し
兄
の
娘
に
今
も
な
お
白
寿
の
義
父
は
干
し
芋
送
る

兼

子

り

え 系

大

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戦
争
は
愛
の
破
壊
と「
ひ
ま
わ
り
」の
最
後
に
ソ
フ
ィ
ア
ロ
ー
レ
ン
話
す

と
き
わ
短
歌
会

片
岡
明

選

矢

須

明
易
し
一
度
し
か
な
き
今
日
始
む

恵

由

問生涯学習課社会教育Ｇ　☎ 029‐298‐1111

７月 25 日号13
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環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
那
珂
２
０
２
２

7
月
2
日
、
緑
桜
学
園
木
崎

小
学
校
で
創
立
１
５
０
周
年
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
熱
中
症
対
策
と
し

て
児
童
や
保
護
者
は
別
室
か
ら

リ
モ
ー
ト
で
参
加
し
ま
し
た
。

門
部
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
保
存

会
に
よ
る
演
奏
か
ら
始
ま
り
、

児
童
に
よ
る
１
５
０
周
年
記
念

動
画
の
上
映
や
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
、校
庭
で
お
菓
子
ま
き
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
記
念

行
事
に
よ
り
、
式
典
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

木
崎
小
学
校
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典

第
18
回
親
子
の
集
い

多
様
な
人
々
が
輝
く
社
会
に

まち那珂トピックス

6
月
25
日
、
市
子
ど
も
会
育

成
連
合
会
お
よ
び
青
少
年
育
成

那
珂
市
民
会
議
主
催
の
「
第
18

回
親
子
の
集
い
」
を
、
常
陸
太

田
市
に
あ
る
西
山
研
修
所
で
開

催
し
ま
し
た
。

小
学
生
な
ど
25
人
と
保
護
者

19
人
が
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
創
作
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

創
作
活
動
で
は
、
親
子
で
協

力
し
て
ウ
ッ
ド
ク
ロ
ッ
ク
の
製

作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

丁
寧
に
色
を
塗
っ
た
り
部
品
を

組
み
立
て
た
り
し
て
、
世
界
に

一
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ウ
ッ
ド
ク
ロ
ッ
ク
が
完
成
し
、

親
子
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

６
月
４
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

ぽ
ー
る
で
「
男ひ
と

と
女ひ
と

輝
い
て
生

き
る
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

「
多
様
な
性
を
考
え
る
会

に

じ
い
ろ
神
栖
」
代
表
の
河
野
陽
介

氏
か
ら
「
人
や
物
事
を
見
か
け
や

印
象
で
判
断
せ
ず
、
誰
に
で
も
少

な
か
ら
ず
あ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

部
分
を
、
互
い
に
理
解
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
」
と
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

講
演
後
に
は
、
プ
ロ
の
声
楽
家

で
も
あ
る
河
野
氏
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
き
、「
千
の
風
に
な
っ
て
」

な
ど
を
力
強
く
か
つ
繊
細
な
歌
声

で
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

6
月
5
日
、市
民
活
動
団
体

Pピ
ー

チ

e
a
c
h
Oア
ザ

ー

t
h
e
r
茨
城

が
主
催
す
る
「
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
那
珂
2
0
2
2
」
を
市
中

央
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

ゴ
ー
ヤ
の
苗
無
料
配
布
や
環
境

に
関
す
る
講
演
会
・
上
映
会
、
環

境
に
優
し
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

子
ど
も
た
ち
企
画
の
交
換
ク
ロ
ー

ゼ
ッ
ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
か
た
が
、
改
め
て
環
境

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。



Ｇ…グループ 　問… 問い合わせ
�申…申込・申請・応募・届出

…メール

●放射線量【７月分】
　�市内施設での測定値
は、すべて基準値以
下でした。

まちの動き 情報掲示板 ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

那珂市公式ＳＮＳ

twitter
@naka_city

メールマガジン
情報メール一斉配信サービス

配信内容（選択式）

◦ 災害、防災または緊急
◦ 火災
◦ 防犯または不審者
◦ 健康
◦ 子育て
◦ 観光またはイベント
◦ 生活またはくらし
◦ 選挙
◦ その他

SNS でも市からの情報を配信して
います。ぜひご利用ください。

facebook
那珂市

LINE
那珂市役所

今号の表紙

　緑桜学園木崎小学校創立150
周年記念式典が行われた様子で
す。地域の幅広い世代のかたや
児童たちが、木崎小学校の節目
をお祝いしました。

○市県民税（普通徴収） ２期
○国民健康保険税（普通徴収） ２期
○後期高齢者医療保険料（普通徴収）２期
○介護保険料（普通徴収） ３期

※�市税の納付には、便利で
確実な口座振替をご利用
ください。

納期限：８月 31日

８月の納税

問収納課収納 G　☎ 029‐298‐1111

　６月２日から 21日までの 20日間の会期で行われた令和４年
第２回定例会については、７月 15 日発行の「議会だより」をご
覧ください。那珂市議会ホームページでもご覧になれます。

令和４年第２回那珂市議会定例会

問市議会事務局　☎ 029‐298‐1111

就農支援アドバイザー登録証授与式

　6 月 16 日、「就農支援アドバイザー」
の登録証授与式を行いました。農業担い手
確保・育成を図ることを目的とした「那珂
市農業担い手確保・育成協議会ＭＩＲＡＩ」
による県内初の市単独の新制度です。
　新規就農者に向けて、栽培技術や経営に
ついて相談や指導を行っていきます。

問 農政課農業振興 G　☎ 029‐298‐1111

いぃ那珂そだち協賛店認定式

　6 月 21 日、「いぃ那珂そだち協賛店」
の認定式を行いました。フェルミエ那珂が
農畜産物のＰＲおよび地産地消の推進を図
るため、那珂市産農畜産物を扱う市内外の
事業者 20店舗を認定しました。
　事業者には、シンボルマーク「いぃ那珂
そだち」を店頭に掲げていただきます。

問 農政課農業振興 G　☎ 029‐298‐1111

▲�左から、常陸農業協同組合秋山豊
代表理事、那珂地区かぼちゃ生産
部会小田部幸行部会長、先﨑市長

　6月 28 日、常陸農業協同組合および那
珂地区かぼちゃ生産部会が、那珂かぼちゃ
の初出荷を市長に報告しました。
　今年も栗のようなホクホクとした食感と
濃厚な甘味の那珂かぼちゃができ、県内外
に出荷を始めたとの報告を受けました。
　那珂かぼちゃは、贈答品としても人気が
高い那珂市特産品ブランド認証品です。

那珂かぼちゃ出荷報告

問 農政課農業振興 G　☎ 029‐298‐1111
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ワクチン 新型コロナワクチン接種について
●  那珂市ワクチン接種コールセンター

0120‐056‐728
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

土・日曜日、祝日も実施

耳の不自由なかた専用のＦＡＸ番号

029‐212‐3533

　４回目接種の対象者は、３回目接種から５か月以上
経過した① 60 歳以上のかた②18 歳以上60 歳未満で
基礎疾患を有するかた、その他重症化リスクが高いと
医師が認めるかたです。①の対象者には順次接種券を
発送します。②の対象者で接種を希望されるかたは、
接種券発行申請が必要ですので、那珂市ワクチン接
種コールセンターにお問い合わせください。
　３回目接種については、２回目接種からの接種間隔
が、５か月に短縮されました。

初回（１・２回目）接種を希望するかたは、那珂市ワ
クチン接種コールセンターにお問い合わせください。 ●  ＷＥＢ

https://www.city.naka.lg.jp/
page/dir008009.html

夏 み休

花火をするときのお約束
花火を人や家に向けたり、燃
えやすいもののある場所で遊
んだりしてはいけません。
衣服に火がつかないように注
意しましょう。

風の強いときに
花火をしては
いけません。

子どもだけで花火
をしてはいけませ
ん。大人と一緒に
遊びましょう。

花火を分解して遊ぶ
ことは危険なので、
絶対にしてはいけま
せん。

花火の筒先に顔や手を絶
対に出してはいけませ
ん。点火するときや途中
で火が消えたときは、特
に注意しましょう。

水を用意しましょう。

問市消防本部　☎ 029‐295‐2111

ルールを守って楽しい花火




